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1)胆管十二指腸端側 吻 合術の検 討

村山 浴 ･･-･清水 葎来 しト†卜病 院 外 科)

過去6年間をこ胆管十二指腸端側物資術を行った17例をこ

一･一き検討 した.対射 1冊 帖_lfff発:1.傍乳頭憩室Il,胆管

原発石ユ3であり食倒胆管拡張を認めた.手術時問は平均

2時間で容易な術式と考えられた.術後合併症は発熱9

着横隔膜下腺癌各1例であ-〉たが縫魯不全は認めず保存

的に軽快 した.遠隔時2例に肝腺癌を認めたため,胆管

像を検討し.た. 1仔帖用i後l隼L)-/Hj.発熱.心常郡痛

にて来P;i.LTSにて外側区域に膿場を認(tM∴ l･:El(､で

は吻合部狭窄は認めなかったが左葉枝は褒腫状に拡張し

肝内胆管異常を認めた.他の1例は術中造影では胆管凝

滞はないものと判定 Lたが,術後胆遺続をこよる選択的造

影では 鋸 の未櫓に不規則な拡嚢 を認め,胆汁轡将の

輝因と考えにブぬた. ユ隼3カ月後胸部円三迫感,発熱にて

来院,LTSにて外側区域に膿壕を認八･L)-/'こ.1リ､LLり､胆

管狭窄はなくと鮎肝内胆管異常が疑われる場合や,肝内

結石症に対しては別の術式を考慮すべき鮎のと思われた.

2)肝内結石症 T･･1'tJ押Jの検討

高野 征雄 ･r-.藤 進英
丸Ih FIJHiり･魚i'･ 一郎
広川 恵J'･ 鶴 赤辛 摘 院)

最近6年間の胆Il'症IT術319倒しf)うち.17例())肝内結

石症 (発生率 5.3%)を経験 した. 原発性 (1型,tI;:

型) 7例に対 し,肝切開砕イT'術 3例,左襲 切除術2倒,

肝管空腸吻 合術3例を.続 発性 (lrl:壁)1(1例に対 し,

胆摘.総胆管切開の他,術中胆道内什及び流儀を測定 し

適応を選んで.総胆管十 二指腸吻合,乳沌形成術を施行

した.手術死亡は 1例もな く全例を1二会復帰 した.本症は

胆石症の車で最 も治療に難渋する疾患であるが,特眩肝

両黄に無数の結石を有する症例では術式の選択が困難で

ある,我々の行っている,肝を切開 し肝内胆管をこ到達 し,

結石除去.+_-⊥-ブ挿入,術中術後に胆道鏡 下砕石を行

針は,① 肝内結石の完全除去,② 胆汁 うっ滞の改善,

③ 胆道感染の軽減,㊨ 肝内結石の啓発防止であるが手

番病型,病態を明瞭に把捉 して,その病肇匿 あわせた巌

窺強い治療が,この治療難渋な疾患の解決方法と考える.

3)胃 tJl除後F"I.右症

∴バ : ' ･ -■ LI'J. )三組 威

近年,rl!]切除後に発F巨r~る胆fl'症がそし7)成【~札し二叫 乱連

かエ宜Ltiされ 要因!.二して迷切.巾建法に1円 亡√)胆道感

簸,胆汁綴威の変化などが挙げられている.当科での胃

切除後胆石症し')JJy折と併せてそ州肘ノ車7)1-.日こして LICk.

1)最近12年間に胃切除擾胆石症32例 を経験 L, うち30

例に胆石症 手術を行-,た.什比は171:llで男性に隼か･,

た.2)胃疾患圧潰癌 , ボ り--I:_71例.胃癌11例て,再

建は lトI ト1伊J,汁,-IIあるいは tt()UXY 17例,1叫】1

例であった.3)胆石症手術までの期間は 1-33年にわ

たり,結石の局在は胆褒ま8観 次いで総胆管12例であり,

橡煩は ど凍石22例であった. 射 腎切前後の血中 CCK

ば lo.33士.･1.05.ll.99十7.7:1pgrnl.LT;lStritlLと355.21

±180./18.5l.7(う±l二i.7二ipL,nllで非競 合的作JlJにLlHl''

胆.乗取締結低 卜.胆汁 ;L)-,捕?,/)Li胆IJ'JT-iIIkL.･')一HLしこ推察 し

ナこ.

射 胆嚢の内分泌細胞液慶 の特 徴

-古典(】JJカ,L,チ ノイ ドと紬 勺鉦 必細 ]'d癌

との比較-

鬼鳥 宏 ･渡辺 肘 tい
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胆轟の内分泌細胞腫轟は稀であり,その時教について

は余 り知 られていない,今回は,由験の 嶺例を用いて,

胆喪の内分泌細胞腫壕の特徴を検討 した.

対象と した4例の うち, 2例は徴少な古典的カルチノ

イドで,他の2例は結節浸潤型臆域U)腺内分泌細胞癌で

あ一一,た.

古典的カルチノイ ドと内分泌細胞癌 とはす異なる特徴

を有 していた,古典的か レチノイ ドが粘膜内の単独徽小


